
  

 

 
 
 
 
 
 
 
 

• 本校の沿革の概要 
 

１）地軸をゆする 大阿蘇の 

  山の煙は たくましく 

  呼ぶよ 心にこだまして 

  鍛え 栄えある若き日よ 

  波野 波野 中学われら 

２）緑の起伏 はるばると 

  光あふるる 野の果てに 

  湧くよ 希望の虹高く 

  歌え かがやく若き日を 

  波野 波野 中学われら 

令和３年度 波野中の教育
【学校教育目標】 

 ふるさと波野に誇りを持ち、自らの未来を切り拓き、創造する子どもの育成  

校 歌

校 歌【作詞：山口 白陽】【作曲：岩津 和範】 

生 徒 数

【生徒数】 １年生７名 ２年生１１名 ３年生１０名 

           合計 28 名 （令和３年４月８日） 

令和２年度･･･････２８名 

令和元年度･･･････２９名 

本校の教育

【学校経営方針】 

１ 教育の根幹に人権教育を据え、命を大切にし、一人一人を

生かす教育を推進する。 

２ 保、小・中の一貫教育を充実させ、１５年間を見通した教

育を推進し、波野にとって一番ふさわしい教育を創造す

る。 

３ 一人一人の可能性を伸ばし、自らの未来を創造する生徒を

育成する。 

４ 「主体的・対話的で深い学び」を目指し、分かる・できる

授業を創造する。 

５ 体験活動を通して、波野を愛し、誇りに思う心を醸成す

る。 

６ 学校、家庭、地域、そして、行政、生徒の五者で連携を強

化し、地域とともにある学校づくりに努める。 

【こんな学校に】 

〇笑顔と活気に満ち、前向きで楽しい学校 

〇子どもも教師も生き生きとした学校 

〇夢や目標を大切にし、可能性を発揮し合える学校 

〇教育環境が整備され、潤いのある学校 

〇郷土・伝統を大切にし、地域とともにある学校 

【こんな生徒に】 

○感謝の心を持ち、表現できる生徒 

･･･『あ』ありがとう 感謝の心 

○互いに信頼し、対話のできる生徒 

･･･『そ』相互の信頼 対話の心 

○常に目標を持ち、自己実現に向け挑戦し、努力する生徒 

              ･･･『な』流せよ！努力の汗を 

○自己を見つめ、未来に向けよりよい生き方を考える生徒 

             ･･･『み』見つめよ！ 自己を 

○地域に学び、波野を大切にしながら、自分の可能性を伸ばそ

うとする生徒      ･･･『の』伸ばせよ！ 特技を 

【こんな教職員に】 

○一人一人の子どもを大切にし、保護者や地域から信頼される 

教職員 

○絶えず自己研鑽し、自分自身の成長を実感できる教職員           

○和（輪）の心を大切にし、協働意識を持って自己を高める 

教職員 

本校の沿革の概要

昭和 22 年４月   創立開校   ４学級（149 名） 

楢木野小学校２教室，波野青年学校２教室を使用して授業が開

始される 

昭和 24 年 5 月   新校舎落成式  

赤仁田（本校） 教室４・事務室１ 

大道 （分校） 教室３  

６学級（213 名） 

昭和 29 年 11 月  波野中学校生徒会発会式 

昭和 32 年 11 月  校歌作成 

昭和 35 年 9 月   統合本校の落成式挙行 記念運動会実施 

６学級（315 名） 

昭和 43 年 4 月   給食センター落成 ８学級（288 名） 

昭和 50 年 12 月  音楽教室落成 

昭和 52 年 7 月   プ－ル完成・プ－ル開き記念行事 

平成２年 4 月    体育館落成式   ３学級（84 名） 

平成 6 年１月    スキ－教室実施（五ヶ瀬） 

平成 9 年 3 月    波野中学校同窓会設立 

平成 9 年 11 月   創立五十周年記念式典・祝賀会挙行 

平成 11 年 8 月   コンピュータ室整備完了 

平成 15 年 8 月   給食センター起工式 

平成 28 年 4 月   熊本地震 

 ※益城町･西原村・南阿蘇村を中心に甚大な被害 

 ※阿蘇市も甚大な被害を受けるが波野地区は被害少 

  ※本校体育館に被害(渡り廊下・ひさし・壁・土台のひび割

れ，雨漏り) 

令和２年３月     全教室にエアコン設置完了  

校舎/敷地の概要

【住所】阿蘇市波野大字波野 3748 

【電話】0967-24-2031【FAX】0967-23-0010 

【学校 HP】http://www.aso.ne.jp/~naminochu/ 

http://www.aso.ne.jp/~naminochu/

